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　4月3日に村内各保育所において入所式が
行われました。
　今年は5つの保育所に合計で62名の新し
いお友だちが入所しました。

阿智村ホームページ●http://www.iidanet.or.jp/achi/

●平成１５年度予算について…２
●第４次総合計画後期基本計画を策定しました…６
●国民健康保険制度の一部が変わりました…７
●平成１５年からの介護保険料が決定しました…８
●特養入所決定方法の変更について…９

人口●６，０46人（－４５）
男●２，９３６人（－１４）
女●３，１１０人（－３１）

世帯数●１，７８９戸（－１５）

№１６７

わたしたちの村（４／１現在）

主 な 内 容
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平成１5年度予算

「住民一人ひとりの人生の質を高められる」村を目指して「住民一人ひとりの人生の質を高められる」村を目指して

一般会計で31億9千9百万円

予算規模

増減率増減額14年度予算額15年度予算額

▲12.2％▲4億4,500万円36億4,400万円31億9,900万円　 一 般 会 計　

2.1％▲　　  105万円5,074万円5,179万円授 産 事 業

　

特

別

会

計　

▲23.4％▲　  1,151万円4,922万円3,771万円温 泉 事 業

皆減▲　  2,547万円2,547万円0万円▲地域活性化施設

3.1％1,210万円3億8,590万円3億9,800万円国保事業（事業勘定）

▲  2.3％▲　　　 16万円691万円675万円国保事業（直診勘定）

▲  4.2％▲　   3,029万円7億2,568万円6億9,539万円老 人 保 健 医 療

▲  6.4％▲　   1,402万円2億1,750万円2億0,348万円村 営 水 道

▲  6.0％▲　   3,405万円5億6,593万円5億3,188万円下 水 道 事 業

7.4％2,790万円3億7,754万円4億0,544万円介 護 保 険

▲  8.6％▲5億1,945万円60億4,889万円55億2,944万円　 総 合 計　

一般会計当初予算額の推移 
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真
に
必
要
な
施
策
に
重
点
的
に
財
源
配
分

　

平
成
十
五
年
度
当
初
予
算
は
、
長
引
く
不
況
な
ど
の
影
響
に
よ
る

大
変
厳
し
い
財
政
状
況
の
下
、
村
の
将
来
を
見
据
え
本
当
に
必
要
な

経
費
、
施
策
の
見
直
し
を
行
い
、
一
般
会
計
で
は
歳
入
歳
出
総
額
三

十
一
億
九
千
九
百
万
円
（
前
年
比
四
億
四
千
五
百
万
円
、
一
二
・
二

％
減
）、
特
別
会
計
七
会
計
合
計
二
十
三
億
三
千
四
十
四
万
八
千
円

（
前
年
比
七
千
四
百
四
十
四
万
六
千
円
、
三
・
一
％
減
）
と
い
う
緊
縮

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
税
収
は
景
気
の
後

退
で
減
少
が
避
け
ら
れ
ず
、
ま
た

地
方
交
付
税
制
度
が
現
行
通
り
行

か
な
い
こ
と
も
あ
り
、
全
般
的
に

厳
し
く
見
積
も
り
ま
し
た
。
特
に

地
方
交
付
税
で
は
二
億
円
（
一
一
・

四
％
）
減
の
十
五
億
六
千
万
円
の

大
幅
減
と
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
歳
出
で
は
、
行
政
評
価

検
討
委
員
会
の
意
見
等
も
参
考
に
、

義
務
的
経
費
の
見
直
し
を
行
い
最

小
の
経
費
を
見
積
も
る
と
共
に
、

政
策
的
経
費
を
は
じ
め
補
助
事
業

に
つ
い
て
は
ゼ
ロ
か
ら
の
検
討
を

加
え
ま
し
た
。
ま
た
、
人
件
費
で

は
議
員
報
酬
、
特
別
職
給
与
の
削

減
、
職
員
の
退
職
不
補
充
な
ど
に

よ
り
、
約
五
千
八
百
万
円
の
減
額

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
普
通
建
設
事
業
費
は
、

わ
い
ｗ
ａ
ｉ
橋
、
園
原
橋
、
中
関

高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
大
型
事
業
が
終
了
し
た
た
め
大

幅
な
減
額
と
な
り
、
中
央
公
民
館

図
書
室
増
改
築
の
一
億
三
百
五
十

万
円
を
ふ
く
め
て
も
約
三
億
円
で
、

昨
年
の
約
半
分
に
抑
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
四
次
総
合
計
画
後
期

基
本
計
画
に
お
け
る
三
つ
の
重
点

施
策
で
あ
る
「
子
育
て
支
援
、
若

者
定
住
対
策
」「
健
康
づ
く
り
」

「
産
業
振
興
」
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
縦
型
編
成
に
よ
る
各
課
ご
と

の
予
算
を
一
つ
に
集
中
し
、
関
係

課
や
係
の
垣
根
を
こ
え
て
事
業
が

進
め
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
子
育
て
支
援
、
若
者
定
住
対
策

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、
子
育
て
を
め
ぐ
る
様
々
な
問

題
解
決
を
進
め
ま
す
。

・
子
育
て
が
楽
し
い
と
感
じ
ら
れ

る
環
境
づ
く
り

・
子
ど
も
の
発
達
に
沿
っ
た
文
化

や
健
康
情
報
の
提
供

・
子
育
て
サ
ー
ク
ル
へ
の
支
援

・
学
童
保
育
や
子
育
て
広
場
の
支

援
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・
子
育
て
負
担
の
軽
減
（
第
三
子

以
降
保
育
料
の
五
割
軽
減
、
小

中
学
生
の
医
療
費
の
内
、
入
院

費
用
の
自
己
負
担
分
の
支
給
な

ど
）

○
健
康
づ
く
り

　

今
ま
で
進
め
て
き
ま
し
た
検
診

を
は
じ
め
と
す
る
事
業
を
更
に
充

実
し
て
い
く
と
共
に
次
の
事
業
を

進
め
ま
す
。

・
健
康
を
意
識
し
た
暮
ら
し
を
進

め
る
学
習
支
援
や
出
前
講
座

・
誰
で
も
ど
こ
で
も
出
来
る
軽
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及

・
水
中
運
動
人
口
の
拡
大
と
温
泉

利
用
の
健
康
づ
く
り

・
医
療
機
関
で
の
人
間
ド
ッ
ク
の

普
及

・
介
護
予
防
事
業
の
実
施

○
産
業
振
興

　
（
観
光
業
と
他
産
業
と
の
有
機
的

連
携
）

　

日
本
全
体
が
不
況
に
あ
え
ぐ
中
、

地
域
の
持
つ
経
済
的
資
源
の
掘
り

起
こ
し
に
よ
る
産
業
の
創
出
を
め

ざ
し
ま
す
。
幸
い
に
し
て
観
光
人

口
の
一
定
の
入
り
込
み
が
期
待
で

き
る
こ
と
か
ら
、
観
光
消
費
を
目

標
に
し
た
農
産
物
を
は
じ
め
と
し

た
商
品
開
発
を
進
め
、
こ
れ
を
起

爆
剤
と
し
て
新
し
い
産
業
創
出
を

図
る
た
め
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
従
来
の
関
係
者

だ
け
で
取
り
組
ま
れ
て
い
た
観
光

業
を
村
の
基
幹
産
業
と
し
て
位
置

づ
け
、産
業
の
活
性
化
を
め
ざ
し
、

特
に
本
年
は
農
業
と
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。
観
光
資
源
の
開
発

や
誘
客
対
策
等
、目
的
に
沿
う
様
々

な
事
業
に
積
極
的
に
支
援
を
行
い

ま
す
。

◇貯金（基金）の内訳
金　　　額名　　　　　　称

4億2,113万円財政調整

一　

般　

会　

計

3億9,499万円土地開発

3億0,195万円公共施設整備

3億0,055万円阿智中学校整備

1億4,875万円地域福祉

1億4,810万円阿智開発公社事業

5,396万円ふるさと振興

1,344万円財政水力発電交付金

3,565万円その他

7,537万円温泉施設整備
特
別
会
計

4,997万円国保財政調整

1億5,128万円村営水道施設整備

1億5,833万円下水道施設整備

746万円農集排施設整備

22億6,093万円合　　　　計

◇借金（起債）の内訳
金　　　額名　称（目的）

21億0,752万円土木

一　

般　

会　

計

7億7,726万円商工観光

4億0,054万円教育

3億7,447万円農林水産

2億7,992万円公営住宅

2億0,350万円都市計画

1億7,598万円災害復旧

1億4,485万円総務

6億8,074万円その他

13億4,696万円村営水道特別

会計
31億1,910万円下水道

1億0,301万円農集排施設

97億1,385万円合　　　　計

一般会計予算の内訳 一般会計予算の内訳 一般会計予算の内訳 
歳入 歳出 

村　　税 
6億1,833万円 

公債費 
6億9,187万円 

民生費 
5億4,457万円 

土木費 
3億5,621万円 

総務費 
3億8,223万円 

教育費 
3億4,486万円 

農林水産業費 
1億2,877万円 

消防費 
1億5,495万円 

商工費 
1億3,601万円 

その他 
8,049万円 

人件費 
7億2,606万円 

扶助費 
1億4,638万円 

公債費 
6億9,187万円 

物件費 
4億3,962万円 

維持補修費 
500万円 

予備費 
1,000万円 

補助費等 
3億9,907万円 

積立金 
6,145万円 

繰出金 
4億0,050万円 

投資的経費 
3億1,905万円 

衛生費 
3億7,904万円 

地方交付税 
15億6,000万円 

国庫支出金 
9,606万円 

村　債 
3億7,210万円 

その他 
1億5,994万円 

分担金及び負担金 
4,637万円 

使用料及び手数料 
4,964万円 

県支出金 
1億3,656万円 

その他 
1億6,000万円 

目的別 
性質別

自
主
財
源

自
主
財
源 

自
主
財
源 

依
存
財
源

依
存
財
源 

依
存
財
源 
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重点施策
●子育て支援・若者定住対策事業

概　　　　　　　　　　要予 算 額事　　　業　　　名

子育て支援センター・学童保育の運
営（人件費他）。328万円子育て支援センター・学童保育

未婚者の結婚支援のための交流会・
イベント等の開催。50万円未婚者結婚支援対策事業

青少年健全育成、青年の活動、青年
組織への補助金。59万円社会教育関係団体等補助金

村内に在住する５０歳以下の方で、住
宅建設資金を村の指定する金融機関
から融資を受けた方に対し、利子補
給金をします。

200万円若者定住住宅建設資金融資利子補給

●健康づくり事業
概　　　　　　　　　　要予 算 額事　　　業　　　名

股脱検査、妊婦健診、乳児歯科指導、結核（肺ガン）検診・成人
病検診、ガン検診、骨密度検診等。1,409万円　　　　　　　　　各種検診の実施

｢湯ったり～な昼神｣において、水中運動教室を水・木・金曜日の
計９教室開催します。2,430万円　　　　　　　　　水中運動教室

総合型スポーツクラブの創設支援。地域スポーツ振興事業（ニュー
スポーツ講座・大会）を実施。104万円

　　　　　　　　　スポーツ振興・
　　　　　　　　　健康づくり教室

●産業振興（観光業と他産業の有機的連携）
概　　　　　　　　　　要予 算 額事　　　業　　　名

昼神温泉郷内の遊歩道等の整備。1,500万円昼神温泉環境整備

園原（万葉ふれあい館周辺）の修
景整備。1,000万円史跡公園整備

智里西地区（月川温泉郷・ヘブン
スそのはら周辺）への花桃の植栽。1,000万円花桃の里づくり

村観光振興、営農支援への助成。1,223万円産業振興補助金

観光案内事業。山開き。昼神温泉
郷、出湯３０周年記念事業等。1,700万円観光協会委託

5つの基本方針
●個性を尊重し、心豊かな人生を送れる村

概　　　　　　　　　　要予 算 額事　　　業　　　名
少人数学級を行うため、中学校へ２名、小学校へ１名の村費教員
を加配。1,703万円村費教員３名、ＡＥＴの配置

本や人とのふれあいを大切にし、だれもが気軽に立ち寄れる親し
みやすい図書室へ改築します。1億0,350万円公民館図書室の拡張整備

文化の振興や活力ある地域づくりのため、文化イベントや交流事
業を支援します。200万円文化イベント補助金

中学生の海外ホームステイ。300万円海外研修補助金
村内の植物調査を引き続き行います。今年度は智里東地区を調査
します。182万円植物調査

学校給食において地元農産物の活用等。その他
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●だれもが健康で心安らぐ村
概　　　　　　　　　　要予 算 額事　　　業　　　名

昨年度までは小学校就学前までの外来・入院を小中学生の入院ま
で対象を拡充。400万円乳幼児福祉医療費の拡充

昨年までの３割を５割軽減まで拡充。100万円第３子以降保育料５割軽減
治療費の�以内で上限１５万円まで補助。30万円不妊治療補助金
第３子以降１０万円。150万円出産祝金
知的障害者の通所活動支援。220万円緊急地域雇用特別交付事業
家庭で介護されている方の休養支援。624万円介護者休養支援事業
高齢者の生きがいづくり活動の支援。66万円高齢者生きがいづくり支援
障害者の自立と社会参加促進のため、利用者本位の考えによる支
援費制度が始まりました。6,358万円支援費（居宅介護・施設介護）

地域福祉計画策定。その他
生きがいデイサービス。

●地域を支える力強い産業の村
概　　　　　　　　　　要予 算 額事　　　業　　　名

農道、農業用水路、ほ場・交流施設などの整備を行います。3,413万円中山間地域総合整備事業
特産品（夏秋キュウリ、アスパラ等）の振興。123万円特産品産地形成振興補助金
大豆・そばの買上補助。68万円大豆・そば買上補助
農作物を荒らす動物（サル・イノシシ等）の対策。615万円鳥獣害対策
阿智の夏まつりへの補助。300万円阿智の夏まつり
商工観光業者へ経営安定を目的に不況対策特別資金の一部利子補
給金を交付します。63万円不況対策特別資金利子補給金

森林の持つ保水、景観、林産物等の活用を図るため、保安林改良
や間伐を進めます。その他

安心安全の農産物生産と、流通経費を削減した有利販売のための
システム構築支援。

新たな企業を興すため研究開発の支援。

●自然と共生する便利で快適、安全な村
概　　　　　　　　　　要予 算 額事　　　業　　　名

他の自治体や、国の各省庁との間で高度情報通信を可能とする
ネットワークを導入します。809万円総合行政ネットワーク導入

下水道整備のため特別会計への繰り出し金。2億3,102万円下水道整備
下町一から上町三の導水路改修と舗装、寺尾から原の平の舗装を
行います。3,800万円道路改良、舗装

昭和５６年以前に建築された一般木造住宅の耐震診断。２０戸を予定。40万円住宅耐震診断補助金
村内の河川等の水棲生物の調査を行います。200万円河川水棲生物調査
交通手段のない人のために巡回バスを運行します。900万円巡回バス運行
可燃物、不燃物、資源等の回収処理。2,154万円ごみの適正処理
し尿収集運搬、浄化槽の維持管理と設置の補助。6,857万円し尿処理、浄化槽の管理
村所有の住宅について今後の改築の計画を策定します。182万円公営住宅ストック総合活用計画策定
情報化の研究。その他

●村民主体の行政の村
概　　　　　　　　　　要予 算 額事　　　業　　　名

地域づくり活動の主体となる自治組織の活動への支援。360万円自治会活動支援金

持続可能な発展の村づくりのために、村民が自発的に行う村づく
りの事業の経費に対し支援します。100万円村づくり委員会事業補助金

行政評価検討委員会。その他
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　平成１０年に村づくりの基本的・総合的指針として、阿智村第４次総合計画（計画期間は平成１９年までの１０年間）
を策定しました。この総合計画で、村づくりの基本理念を「住民一人ひとりの人生の質を高められる、持続可能な
発展の村づくり」と定め、平成１０年からの５カ年間前期基本計画に基づき、その目標実現に向けて施策の展開を
図ってきました。
　５年経過した現在、社会や経済の基本構造に関わる変化の激しい時期にあたり、村民の皆さんと協働して、一人
ひとりが豊かさを実感できる村づくりを進めるために、現状を踏まえた上で後期基本計画を策定しました。

�後期基本計画の特徴（重点施策３項目の設定と地区計画の策定）

基　　本　　計　　画項　　　　目

重

点

施

策

�子育てに関する情報発信の充実と、地域ぐるみで子育てに取り組む体制づくり
を進めます。

�父親の育児参加や、育児を相談しあえる仲間づくりの支援を行います。また、
異年齢での教育・体験の場づくりに取り組みます。

�青年組織のイベント実施を支援します。また、中学生・高校生が村へ愛着心を
持つためのイベントに取り組みます。

�地域づくり活動・自治会活動における青年の役割を明確にし、積極的な参加を
推進します。

�職場研修や、学習支援により青年の仕事に対する意欲を高めます。
　また、未婚者の出会い場の設定など、結婚支援を行います。

１　子育て支援・
　　若者定住対策

�健康学習に積極的に取り組み、村民一人ひとりが健康を自主的に管理する意識
を高めます。

�生活習慣病と脳血管疾患の予防活動に取り組みます。
�水中運動による健康維持を図るため、水中での運動効果を広く伝え、高齢者を中
心に成人の運動する機会の増加を促進します。

�総合型スポーツクラブを立ち上げ、各自が必要な運動プログラムを選ぶことが
できるシステム作りに取り組みます。

２　健康づくり

�昼神温泉郷のイメージを「健康保養地型温泉地」として確立するため、散策道
の整備や、植樹など景観整備に取り組みます。

�健康保養地のイメージに特化した新しいプランと、さまざまな観光メニューを
用意し、観光客への提供を進めます。

�地域住民が、「おもてなしの心」を共有できるよう「阿智村を花いっぱいにし
よう」事業を実施し、美しい景観形成を進めます。

�村内で生産する農産物・農産加工品を、昼神温泉郷の食材や土産物として提供
するシステム作りに取り組みます。

３　産業振興
　（観光業と他産業との
連携）

村民一人ひとりの状況をふまえたきめ細かい福祉を推進するために、また自らの地域はそこに住む住民が
主体となって考えていくことが大切であるという観点で、村内６つの自治組織ごとに地区計画（地域づく
り計画）の策定を提案しました。地区の現状を確認し、課題を明らかにする中で、地区の進むべき方向を
定めたものであり、今後の地域づくりの基本となる計画です。

地
区
計
画

�分野別計画（５つの基本方向に沿って施策を展開していきます。）

　１．個性を尊重し、心豊かな人生を送れる村を目指す　（教育・文化の向上計画）
　２．だれもが健康で心やすらぐ村を目指す　（福祉・保健・医療の推進計画）
　３．地域を支える力強い産業の村を目指す　（産業の振興計画）
　４．自然と共生する便利で快適・安全な村を目指す　（生活基盤の整備計画）
　５．村民主体の行政の村を目指す　（行財政の効率化計画）

※年次ごとの行動計画により、村民の皆さんと協働で村づくりに取り組んでいきます。

阿智村第４次総合計画　　　　　　　 
　　　　後期基本計画を策定しました 
阿智村第４次総合計画　　　　　　　 
　　　　後期基本計画を策定しました 
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国民健康保険制度の一部が変わりました

平成15年4月1日から 平成15年4月1日から 

� 外来の薬剤にかかる一部負担がなくなりました
　６歳未満の乳幼児、７０歳以上の方、老人保健で医療を受けている方を除きます。

� 高額療養費の算定方法が変わります
139,800円
実際の医療費が466,000円を超えた場合は、超えた分の１％の
額を加算

上位所得者

住民税課税世帯
72,300円
実際の医療費が241,000円を超えた場合は、超えた分の１％の
額を加算

上位所得者以外

35,400円住民税非課税世帯

� 退職者医療制度に該当の皆さんは自己負担の割合が変わりました
　退職者被保険者、被扶養者ともに、外来３割・入院３割
　　※３歳未満は、外来・入院ともに２割です
　　　７0歳以上の方は所得に応じて１割又は２割です

人人

事

異

動

事

異

動

＜

平
成
十
五
年
四
月
一
日＞

村

職

員

等

 

（　
）
内
は
旧
任

【
企
画
商
工
観
光
課
】

▽
長
野
県
企
画
局
情
報
政
策
課
派

遣　

塩
澤　

寛　

▽
小
澤　

勝

（
長
野
県
か
ら
の
派
遣
）

【
土
木
農
林
課
】

▽
横
山　

篤
（
長
野
県
か
ら
の
派

遣
）

【
教
育
委
員
会
】

▽
社
会
教
育
係　

佐
々
木
勝
利

（
臨
時
的
任
用
）　

▽
学
校
給
食
共

同
調
理
場　

河
合
典
子
（
臨
時
的

任
用
）

【
保
育
所
】

　

春
日
保
育
所

▽
飯
嶋
直
美（
智
里
西
）　

▽
玉
置

は
る
み
（
臨
時
的
任
用
）

　

駒
場
保
育
所

▽
島
崎
真
路
実（
春
日
）　

▽
佐
々

木
静
子（
臨
時
的
任
用
）　

▽
米
山

奈
津
子
（
臨
時
的
任
用
）

　

伍
和
保
育
所

▽
筒
井
た
ず
子
（
智
里
東
）　

▽

寺
澤
ひ
さ
子
（
駒
場
）　

▽
北
林

美
雪
（
臨
時
的
任
用
）

　

智
里
東
保
育
所

▽
原
和
賀
子
（
伍
和
）

　

智
里
西
保
育
所

▽
石
原
真
里
子
（
伍
和
）

▼
退
職
者
（
三
月
三
十
一
日
付
）

▽
佐
々
木
勝
利
（
社
会
教
育
係
）　

▽
佐
々
木
静
子
（
駒
場
保
育
所
）　

▽
三
沢
き
よ
み
（
春
日
保
育
所
）　

▽
河
合
典
子
（
学
校
給
食
共
同
調

理
場
）　

▽
高
橋
め
ぐ
み
（
駒
場

保
育
所
）

教

職

員

＜

転
出＞

 

（　
）
内
は
転
出
先

【
第
一
小
学
校
】

▽
小
林
雅
夫
〔
校
長
〕（
退
職
）　

▽
木
下
美
代
子（
大
鹿
中
）　

▽
土

屋
紀
代
子
（
鼎
中
）

【
第
二
小
学
校
】

▽
堀
内
秀
実（
鼎
小
）　

▽
塩
沢
敬

子
（
座
光
寺
小
）　

▽
中
島
正
義

（
下
條
中
）

【
第
三
小
学
校
】

▽
河
野
滋
夫
〔
校
長
〕（
箕
輪
南

小
）　

▽
宮
嶋
貴
美
子
（
竜
丘

小
）　

▽
近
松
志
津
夫
（
豊
丘
南

小
）　

▽
石
上
周
蔵（
埋
蔵
文
化
財

セ
ン
タ
ー
）

【
阿
智
中
学
校
】

▽
山
崎
英
孝（
信
濃
中
）　

▽
宮
澤

博
文
（
喬
木
中
）　

▽
松
原　

浩

（
飯
田
養
護
学
校
）　

▽
宮
尾
昭
広

（
香
港
日
本
人
学
校
）　

▽
石
原
恭

子
（
高
陵
中
）　

▽
野
牧
和
子
（
退

職
）　

▽
吉
澤
裕
美
子（
飯
田
教
育

事
務
所
）

＜

転
入＞

 

（　

）
は
前
任
地

【
第
一
小
学
校
】

▽
伊
藤
雅
之
〔
校
長
〕（
松
尾
小
）　

▽
牧
内
美
恵（
鼎
小
）　

▽
下
平
陽

子
（
木
祖
中
）　

▽
川
上　

智
（
鼎

小
）　

▽
吉
澤
美
香
（
鼎
小
）

【
第
二
小
学
校
】

▽
熊
谷
美
千
代（
豊
丘
中
）　

▽
中

島　

宏（
丸
山
小
）　

▽
梶
田
将
孝

（
新
卒
）　

▽
鎌
倉
み
さ
子
（
高
森

南
小
）

【
第
三
小
学
校
】

▽
吉
村
省
平
〔
校
長
〕（
共
和
小
）　

▽
野
本
雅
代（
高
森
南
小
）　

▽
奥

原
克
水（
神
明
小
）　

▽
吉
川
志
穂

（
伊
賀
良
小
）

【
阿
智
中
学
校
】

▽
北
島
茂
充（
屋
代
中
）　

▽
近
藤

俊
子
（
高
陵
中
）　

▽
尾
澤
真
貴

（
阿
南
高
校
）　

▽
下
林
照
男
（
豊

田
中
）　

▽
下
条　

徹
（
無
）　

▽

土
屋
和
子
（
無
）
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阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智智村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村のののののののののののののののののののののののののののののののの介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介介護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険険料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料がががががががががががががががががががががががががががががががが決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定ししししししししししししししししししししししししししししししししままままままままままままままままままままままままままままままままししししししししししししししししししししししししししししししししたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた阿智村の介護保険料が決定しました
　前回までの広報でお知らせしましたが、平成１２年度から平成１４年度までの介護保険サー

ビスの利用実績をもとに、懇話会を経て、平成１５年度から平成１７年度の介護保険料が決定

しましたので、お知らせします。

介護保険についてご意見等ございましたら、阿智村役場民生課までお寄せください。

Ｈ１２年度～Ｈ１４年度

介護保険料年額（参考）

Ｈ１５年度～Ｈ１７年度の

介護保険料年額
保 険 料 率対　　　　　象　　　　　者所得段階

13,900円19,800円基準額×0.5
生活保護の受給者、老齢福祉年金の
受給者で住民税非課税の者

第１段階

20,900円28,900円基準額×0.73世帯員全員が住民税非課税者第２段階

27,800円39,500円基準額本人が住民税非課税の者第３段階

34,800円49,400円基準額×1.25
本人が住民税課税者で合計所得金額
が２００万円未満

第４段階

41,700円59,300円基準額×1.5
本人が住民税課税者で合計所得金額
が２００万円以上４００万円未満

第５段階

－－－－－－69,100円基準額×1.75
本人が住民税課税者で合計所得金額
が４００万円以上

第６段階

国 

20％ 

調整交付金 
7.98％ 65歳以上の方 

の保険料 

15.02％ 

40歳以上65歳 

未満の方の保険料 

32％ 村 

12.5％ 

県 

12.5％ 

12億 
266万円 

平成１５年度から平成１７年 

度の介護保険にかかる費 

用の見込と財源内訳 

介護保険料基準月額 3,290円 となりました 

○ 65歳以上の方の介護保険料の収納必要額 1億9,284万円 
　保険給付費分（１５．０２％）＋基金の拠出金＋借入金の返済の分 
　　　　　１億８，０６４万円　　　１２０万円　　　　１，１００万円 
　上記の介護保険料収納必要額を収納率を９９．７％として被保険者数で割り返すと 

�所得段階別の対象者と介護保険料年額（新たに第６段階を設けました）
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特別養護老人ホームの 
新たな入所方法について 

施設入所希望者（本人又は家族等） 

市町村 

居宅介護支援事業所 
老健・療養型施設 

担当ケアマネ、施設関係者と相談し、申込を行う 

南信州広域連合 
申込書・状況票を確認し 

入所検討委員会へ資料提示する 

入所順位優先者名簿 
入所希望者又は介護力等に 
変化が生じた場合は変更申請 

入　所 
希望された施設へ入所 

優先順位によらない 

緊急入所 

入所検討委員会 
●役割（年６回開催） 
入所希望者の状況、介護者及び家族の介
護力等を基に評価し、その結果を基本と
して必要度を決定する。 

特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別養養養養養養養養養養養養護護護護護護護護護護護護老老老老老老老老老老老老人人人人人人人人人人人人ホホホホホホホホホホホホーーーーーーーーーーーームムムムムムムムムムムムのののののののののののの特別養護老人ホームの　　　　　　
入入入入入入入入入入入入所所所所所所所所所所所所決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定方方方方方方方方方方方方法法法法法法法法法法法法のののののののののののの変変変変変変変変変変変変更更更更更更更更更更更更ににににににににににににつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいてててててててててててて　　　入所決定方法の変更について

～申し込み順から、必要度による入所へ～　

１．入所決定方法の変更理由
　入所希望者が急増していることから、従来の申込順による入所方法では、入所の必要度の高い方が円滑
に入所できない。そこで入所の必要度が高い方が優先的に入所できるような方法に変更することとした。
　※昨年８月に、特別養護老人ホームに関する国の基準が改正され、入所の必要性が高い方が優先的に入
所できるように努めることが義務づけられた。

２．新たな入所決定方法の特徴
� 必要度を決定する方法

　入所希望者の状況、介護者及び家族の介護力等を基に必要度を決定する。

� 公平性・透明性の確保

　入所優先順位については、入所検討委員会を設置し、上記�
の方法に基づいて決定を行う。
　●入所検討委員　１０名
　　・特養施設関係者（施設長）  …………………………………２名
　　・居宅介護支援事業所関係者（介護支援専門員）  ……３名
　　・医療的知識経験者  ……………………………………………１名
　　・地域福祉関係者（民生委員）  ………………………………２名
　　・行政関係者（介護保険者）  …………………………………２名
� 優先順位の有効期間

　有効期間は設けず、入所希望者又は介護力等に変化が生じた
場合は、変更申請を随時受付し、入所検討委員会で判定を行
う。
� 入所優先度の結果

　判定結果（入所優先度）については、入所希望者（家族）及
び申し込みされた特養へ通知する。

３．期待される効果
� 入所の必要度の高い方から入所できることから、待機期間の
短縮や待機者の減少により住民の安心感が醸成される。

� 入所基準の明確化により、透明性、公平性が確保される。

４．優先度順による入所の開始
　平成１５年４月１日から

５．問い合わせ先
＊阿智村在宅介護支援センター　℡０２６５－４５－１１４０
＊役場民生課福祉係　　　　　　℡０２６５－４３－２２２０（内線２４２）
＊南信州広域連合事務局
　　　　　　介護保険係　　　　℡０２６５－５３－６０８８
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●日 時　５月14日（水）

・犬の放し飼いはやめましょう。

夜間も係留し、散歩のときも引き綱をつけ

ましょう。狩猟犬は必ず連れ帰りましょう。

・散歩の際にはフンを必ず持ち帰りましょう。

散歩には、フン取り用の袋を持って出かけ、

フンを持ち帰りましょう。

・犬の登録と狂犬病予防注射は飼い主の義務

です。

「犬の鑑札・注射済票」は、迷子札になり

ますので、必ず首輪につけましょう。

・犬の本能や習性を知りましょう。

犬の感情や行動は人間と大きく違います。

本能や習性について勉強しましょう。

・犬の世話をしっかり行いましょう。

犬の食事、運動、衛生状態、健康などは飼

い主の責任です。しっかり世話ができる飼

い主のみが、犬に信頼されます。

・犬を捨てないようにしましょう。

飼えなくなった場合、捨て犬はやめましょ

う。

・飼い猫の行動を掌握しましょう。

飼い猫の行動は飼い主が掌握し、近所に迷

惑がかからないようにしましょう。

・飼い猫の食事に注意しましょう。

与えた食事を食べない場合は、外で食べて

いる場合があります。きちんと食事をとら

せましょう。

・繁殖を望まない場合は、不妊・去勢手術を

行いましょう。

犬・猫の飼い主の方へ
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������
������������������������������������������������������

狂犬病予防注射を　
　　   受けましょう!
　平成１５年度狂犬病予防注射第二次を下記の日程で行います。
場所・時間をご確認のうえ、間違いのないよう会場にお出か
け下さい。今年度の集合注射は今回が最後となります。飼育
している犬の登録、狂犬病予防注射の接種は法に定められて
いますので必ず行いましょう。

※登録をしてあるがハガキが届かない方、届いたハガキを無くし
てしまった方は、新たにハガキを発行しますので役場民生課ま
でご連絡下さい。

　

村
で
は
全
村
水
洗
化
を
め
ざ
し

て
、
平
成
十
五
年
度
に
浄
化
槽
区

域
に
お
い
て
合
併
処
理
浄
化
槽
三

十
基
の
設
置
を
予
定
し
て
お
り
ま

す
。

　

該
当
区
域
の
部
落
長
さ
ん
を
通

じ
て
今
年
度
設
置
予
定
の
希
望
を

と
り
ま
と
め
ま
す
の
で
、
設
置
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
は
五
月
末
ま

で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

　

ま
た
、
五
月
末
ま
で
に
設
置
予

定
が
無
く
、
申
し
込
み
し
な
か
っ

た
方
で
も
追
加
で
申
し
込
み
出
来

ま
す
の
で
計
画
さ
れ
た
時
点
で
役

場
担
当
課
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

浄
化
槽
区
域
の
合
併
処
理
浄
化

槽
に
つ
い
て
は
、
四
十
万
円
の
負

担
で
設
置
で
き
ま
す
。（
駐
車
場
仕

様
等
特
殊
な
も
の
を
除
く
）

　

環
境
の
保
全
と
快
適
な
生
活
環

境
を
め
ざ
し
て
早
期
の
設
置
に
つ

い
て
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

環
境
水
道
課　

環
境
保
全
係

　

�
四
三－

二
二
二
〇

※
不
明
な
点
に
つ
い
て
は
、役
場
環

境
水
道
課
環
境
保
全
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

　

�
四
三－

二
二
二
〇

合
併
処
理
浄
化
槽
の

 

設
置
に
つ
い
て

家
庭
用
小
型
焼
却
炉
の

 

処
分
依
頼
先
に
つ
い
て

●持ち物

時　　　間場　　　所

午前９：１０～９：２０農 協 春 日 選 果 場 前

　　９：３５～９：５０伍 和 診 療 所 前

　　１０：００～１０：０５商 工 会 館 駐 車 場 前

　　１０：１５～１０：２５智 里 東 診 療 所 前

　　１０：３０～１０：３５昼 神 お 宮 入 口

　　１０：５０～１０：５５智 里 西 診 療 所 前

　　１１：１０～１１：１５横 川 集 会 所 前

　　１１：５０～１２：００中 央 公 民 館 前

既に登録をしてある方

郵送されたハガキ、
注射料１頭につき３,２２０円

新規登録の方

登録料１頭につき３,０００円
注射料１頭につき３,２２０円

　

昨
年
十
二
月
一
日
か
ら
使
用
可

能
な
焼
却
炉
の
構
造
基
準
が
き
び

し
く
な
り
、
多
く
の
焼
却
炉
で
ご

み
の
焼
却
が
で
き
な
く
な
り
ま
し

た
。

　

焼
却
炉
の
処
分
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
左
記
へ
問
い
合
わ
せ
て
処

分
を
依
頼
し
て
下
さ
い
。

〈
焼
却
炉
の
種
類
〉

◆
金
属
製

・
飯
田
市
山
本

　
　

三
浦
商
店

　

�
二
五－

二
二
五
一

◆
ブ
ロ
ッ
ク
製

（
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
使
用
す
る

灰
色
の
も
の
）

・
飯
田
市
松
尾

　
　

飯
田
生
コ
ン
�

　

�
二
三－

八
八
三
五

※
飯
田
生
コ
ン
で
は
運
搬
し
ま
せ

ん
。
自
己
搬
入
す
る
か
運
搬
許

可
業
者
へ
依
頼
し
て
下
さ
い
。

◆
ブ
ロ
ッ
ク
製
・
レ
ン
ガ
製

（
灰
色
ブ
ロ
ッ
ク
を
除
く
そ
の
他
）

・
上
伊
那
郡
宮
田
村

　
　

�
イ
ナ
ッ
ク

　

�
〇
二
六
五－

八
五－

四
一
一
一
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三
月
十
日
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
館
に

於
い
て
平
成
十
四
年
度
、
年
度
末

総
会
が
行
わ
れ
、
長
年
ご
苦
労
頂

き
ま
し
た
木
下
昭
彦
団
長
を
始
め

三
十
名
の
消
防
団
員
が
退
団
し
、

十
名
の
方
に
消
防
団
へ
入
団
頂
く

中
で
新
体
制
へ
の
辞
令
交
付
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

団
員
二
四
四
名
で
平
成
十
五
年

度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
条

例
定
数
よ
り
五
六
名
少
な
く
、
消

防
団
へ
の
入
団
依
頼
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
ま
す
。

　

風
水
火
災
、
心
配
さ
れ
る
東
海

沖
地
震
に
備
え
る
べ
く
、
活
動
が

進
め
ら
れ
て
行
き
ま
す
。
生
命
、

財
産
は
、
自
ら
で
守
っ
て
い
く
を

基
本
に
、
地
域
住
民
の
責
務
と
し

て
、
厳
し
い
時
代
で
す
が
対
象
年

齢
で
入
団
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

消
防
団
へ
入
団
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

平
成
十
五
年
度
幹
部
は
次
の
通

り
で
す
。

阿
智
村
消
防
団

平
成
十
五
年
度　
  

幹
部
体
制

団　
　
　

長　

佐
々
木　

康　

司

副　

団　

長　

園　

原　

君　

彦

第
一
分
団
長　

福　

与　

治　

道

第
二
分
団
長　

倉　

田　

芳　

信

第
三
分
団
長　

美
濃
部　

茂　

治

第
四
分
団
長　

原　
　
　

一　

浩

第
五
分
団
長　

井　

原　

英　

克

第
六
分
団
長　

渋　

谷　

敬　

仁

第
一
副
分
団
長　

奥　

沢　
　
　

弘

第
二
副
分
団
長　

木　

下　

裕　

司

第
三
副
分
団
長　

小
笠
原　

政　

隆

第
四
副
分
団
長　

井　

原　

敏　

文

第
五
副
分
団
長　

石　

原　

昭　

久

第
六
副
分
団
長　

田　

中　
　
　

誠

本
部
部
長　

熊　

谷　

修　

一

技
術
部
長　

田　

原　

健　

一

旗　
　
　

手　

大　

前　

智　

宏

ラ
ッ
パ
部
長　

下　

牧　

慶　

光

救
譲
部
長　

渥　

美　
　
　

剛

誘
導
部
長　

井　

原　

功　

雄
副団長

園 原 君 彦
団　長

佐々木康司

フ
ッ
キ
ソ
ウ

阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿
智智智智智智智智智智
村村村村村村村村村村
のののののののののの
植植植植植植植植植植
物物物物物物物物物物

阿
智
村
の
植
物
紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹紹
介介介介介介介介介介
シシシシシシシシシシ
リリリリリリリリリリ
ーーーーーーーーーー
ズズズズズズズズズズ
⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦⑦

介
シ
リ
ー
ズ
⑦

浅 
野 
一 
男

Pachysandra
terum

inalis

                 
      

Siebold
etZucc.

                
（
ツ
ゲ
科
）

　

漢
字
で
は
富
貴
草
と
書
く
。
名

前
の
由
来
は
不
明
で
あ
る
が
、
牧

野
富
太
郎
博
士
は
常
緑
の
葉
が
生

い
茂
る
様
子
を
、
家
の
繁
栄
を
寿

ぐ
た
と
え
と
し
た
も
の
だ
と
説
い

て
い
る
。
北
海
道
〜
九
州
と
中
国

の
湖
北
、
四
川
、
陜
西
、
浙
江
、

甘
粛
各
省
に
分
布
す
る
草
本
的
な

匍
匐
斜
上
す
る
常
緑
低
木
で
、
や

や
湿
っ
た
林
内
に
群
生
す
る
。
こ

の
よ
う
な
性
質
を
利
用
し
て
し
ば

し
ば
庭
園
に
植
え
ら
れ
、
ま
た
グ

ラ
ン
ド
カ
バ
ー
に
も
利
用
さ
れ
る
。

花
期
は
三
〜
五
月
。
阿
智
村
で
は

雪
が
解
け
き
ら
な
い
う
ち
に
咲
き

出
す
。
世
界
屈
指
の
植
物
園
で
あ

る
ロ
ン
ド
ン
の
王
立
キ
ュ
ー
・
ガ
ー

デ
ン
の
日
本
庭
園
に
も
こ
れ
が
植

え
ら
れ
て
い
て
、
三
月
中
旬
に
訪

れ
た
と
き
ま
さ
に
花
盛
り
だ
っ
た
。

　

花
は
単
性
で
白
色
、
長
さ
三
〜

五
�
の
花
穂
の
上
部
に
雄
花
が
、

基
部
に
雌
花
が
つ
く
。
と
も
に
四

枚
の
萼
片
の
み
で
、
花
弁
が
な
い

変
わ
り
者
。
雄
花
は
約
二
十
個
つ

き
、
萼
か
ら
突
き
出
る
四
本
の
雄

し
べ
が
目
立
つ
。
雌
花
は
五
〜
七

個
つ
き
、
二
本
の
花
柱
の
あ
る
雌

し
べ
を
も
つ
。
茎
は
高
さ
二
十
〜

三
十
�
。
葉
は
倒
卵
形
〜
菱
状
卵

形
で
、
質
が
厚
く
、
寿
命
は
二
年
、

互
生
ま
た
は
茎
頂
に
群
が
り
つ
く
。

果
実
は
液
質
で
核
（
ウ
メ
の
種
の

よ
う
な
も
の
）
が
あ
り
、
卵
形
で

長
さ
約
一
・
五
�
、
白
く
熟
す
。

写
真
は
若
い
果
期
の
も
の
で
あ
る
。

　

下
伊
那
で
は
稀
な
植
物
で
、
昨

年
ま
で
の
発
見
は
六
地
点
の
み
で

あ
る
。
過
去
の
標
本
に
基
づ
く
確

実
な
自
生
地
は
大
鹿
村
と
飯
田
市

上
郷
の
三
ヶ
所
の
み
で
、
昭
和
五

年
（
一
九
三
〇
）
の
採
集
を
最
後

に
以
後
七
〇
年
間
消
息
が
途
絶
え

た
。
そ
の
た
め
下
伊
那
で
は
絶
滅

し
た
も
の
と
考
え
て
い
た
ら
、
平

成
十
二
年
十
一
月
と
十
四
年
三
月

に
阿
智
村
で
発
見
し
た
。
下
伊
那

で
現
存
す
る
自
生
地
は
右
記
阿
智

村
の
二
地
点
の
み
で
あ
る
。
保
護

の
た
め
具
体
的
な
地
名
は
発
表
を

控
え
る
。
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つぶやき 
保健師

さんの
 

阿智村ではこのような健診を実施していま阿智村ではこのような健診を実施していますす
　基本健診（ヘルススクリーニング）と、がん検診（胃、大腸、乳、子宮、肺、

前立腺）があります。

　今年度から、前立腺がんの検査が、ヘルススクリーニングに加わりました。

　又、集団検診の都合がつかない方のために、委託医療機関にて個別健診も随

時おこないます。

　ライフスタイルにあった健診を選んで、健康管理にお役立て下さい。

・Ａコース：3,700円（村補助2,495円）　血液検査、尿検査、血圧、診察

・Ｂコース：4,200円（村補助3,255円）　Ａコース+心電図

・Ｃコース：4,000円（村補助2,930円）　Ａコース+眼底検査

・Ｄコース：4,500円（村補助3,690円）　Ａコース+心電図＋眼底検査

　　　※検査値から、血管や血液の状態、心臓、肝臓、腎臓、内分泌系などの働き具合をみます。
　　　　生活習慣病の予防に役立ちます。

・大腸がん検診：500円（村補助1,067円）

　　　※検便で、便潜血の有無をみます。

・Ｃ型肝炎検査：600円（村補助1,290円）

　　　※血液検査です。主にチェック年齢の方を対象に、今後4年間実施します。
　　　　昨年肝機能が悪かった方は、受診をお勧めします。
　　　　一度受診すれば、再受診の必要はありません。

・前立腺がん検診：600円（村補助1,200円）

　　　※血液検査です。５０才過ぎた頃からお勧めします。

はい いいえ はい 

いいえ 

はい いいえ 
医療機関に　　　　　　　 
定期的に受診していますか 

血液検査などを　 
受けていますか？ 

職場健診、人間ドック　 
などを受けていますか？ 

ヘルススクリーニング 
又は個別健診を受けて 
健康状態を知りましょう 

異常はありませんでしたか？ 
気がかりな事がありましたら 
お気軽に御相談下さい　　　 

主治医と相談して 
健康管理に心がけましょう 

スタート 

ヘルススクリーニング

10月28日　伍和公民館

10月29日　智里東公民館・保健センター

10月30日　保健センター
※９月に組内回覧で、申し込みをとります。申

し込みされた方に、受診票等をお配りします。

あなたは健康管理をどうしていますか？
スタートから線を
たどってみましょう
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・胃検診：800円（村補助3,400円）

　　　※バリウムを飲んで、胃の状態をみます。
再検査になりがちな方は、直接医療機
関での胃カメラをお勧めします。

・大腸がん検診：500円（村補助970円）

　　　※検便で、便潜血の有無をみます。

※５月に組内回覧で、申し込みをとります。申

し込みされた方に、受診票等をお配りします。

胃・大腸がん検診

６月１９～２０日　伍和公民館

６月２３日　　　智里西公民館

６月２４日　　　智里東公民館

６月２５～２７日　保健センター

・子宮がん検診：500円（村補助1,915円）

　　　※子宮頚部がんの検査です。

・乳がん検診：500円（村補助1,810円）

　　　※触診による乳がんの検査です。

※６月に組内回覧で、申し込みをとります。

　希望日に、直接保健センターヘお出かけ下さ

い。

婦 人 科 検 診

７月16、30、31日

保健センター

国保の方を対象に、人間ドック・脳ドックにか

かった費用の７割（３万円を限度に）を補助し

ています。

各病院に直接申し込んでいただき、受診後、領

収書を役場に提出してください。

人間ドック・脳ドック

胸部レントゲン検診で、無料です。年に一度は
受けるように法律で定められています。

※８月に組内回覧で、受診票を配布します。

　今年レントゲン検診を受けていない方は、受

診票に記入して、最寄りの会場にお出かけ下

さい。

結核・肺がん検診

９月16～19日、10月16日

村内各カ所

委託医療機関（阿智診療所）にて、ヘルススク

リーニングの全ての内容および胃カメラを随時

実施します。（村の補助はヘルススクリーニン

グと同じです）集団検診が受けられない方に、

お勧めです。保健センターにお申し込み下さい。

個　別　健　診

●今年のチェック年齢は、Ｓ13、18、23、28、33、38年生まれの方です。

・Ｓ38年生まれの方は全ての健診（ドックを除く）が無料になります。

・Ｓ38年生まれ以外のチェック年齢の方は、ヘルススクリーニング（個別健診を含む）が500円引きとな

ります。

保健計画

対　　象　　者事　　　業月　日

１２年１１月～１２月生れ

１４年９月、１２月生れ

１3年８月～１０月生れ

１４年６月、７月生れ

１４年１０月、１５年１月生れ

２歳半健診

４、７ヶ月健診

１歳半健診

１０ヶ月健診

４、７ヶ月健診

４月２１日

２２日

５月９日

２６日

２７日

対　　象　　者事　　　業月　日

１3年１月～３月生れ

該当者

該当者

２歳半健診

リハビリ教室

水中運動教室

６月１８日

毎週木曜日

毎週

水・木・金曜日
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平成15年度平成15年度 村税等納期の一覧村税等納期の一覧
税　　　金　　　等　　　の　　　種　　　類　　　※（　）内は納期限口座振替の日

※口座振替
の依頼をい
ただいてい
る方のみ　

月 介護保険料（６５歳以上の第１号被保険者）国民健康
保 険 税

軽自動車税固定資産税
村県民税

（普通徴収） 特別徴収 注２普通徴収 注１

年金の支払月
（４月、６月、
８月、１０月、１２
月、２月）の１５
日に年金から
天引きしま
す。

４月２５日�４月

１期（６／２）１期（６／２）１期（６／２）１期（６／２）５月２６日�５月

２期（６／３０）２期（６／３０）１期（６／３０）６月２５日�６月

３期（７／３１）３期（７／３１）２期（７／３１）７月２５日�７月

４期（９／１）４期（９／１）２期（９／１）８月２５日�８月

５期（９／３０）５期（９／３０）３期（９／３０）９月２５日�９月

６期（１０／３１）６期（１０／３１）３期（１０／３１）１０月２７日�１０月

７期（１２／１）７期（１２／１）１１月２５日�１１月

８期（１／５）８期（１／５）４期（１２／２５）１２月２２日�１２月

９期（２／２）９期（２／２）４期（２／２）１月２６日�１月

１０期（３／１）１０期（３／１）２月２５日�２月

３月２５日�３月

注１　普通徴収…村から送付される納入通知書により納付します。
　　　対 象 者…老齢・退職年金が月額１５，０００円に満たない方、遺族年金・障害年金のみ受給している方など。
注２　特別徴収…年金支払月に年金から天引きします。
　　　対 象 者…４月１日において、老齢・退職年金を月額１５，０００円以上受給している方

税金・料金は納期限までに納めましょう。

簡
易
裁
判
所
の　
　

民
事
手
続
に
つ
い
て

　

簡
易
裁
判
所
の
窓
口
に
は
、
民

事
訴
訟
等
の
手
続
を
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
た
次
の
よ
う
な
リ
ー
フ

レ
ッ
ト
や
記
入
説
明
書
付
き
定
型

訴
状
用
紙
が
備
え
置
い
て
あ
り
ま

す
の
で
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。
ま

た
不
明
な
点
は
、
最
寄
り
の
簡
易

裁
判
所
の
窓
口
の
職
員
に
、
お
気

軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

①
初
め
て
簡
易
裁
判
所
を
利
用
さ

れ
る
方
の
た
め
に
②
ご
存
じ
で
す

か
？
簡
易
裁
判
所
の
民
事
手
続
案

内
サ
ー
ビ
ス
③
ご
存
じ
で
す
か
？

簡
易
裁
判
所
の
民
事
訴
訟
④
ご
存

じ
で
す
か
？
簡
易
裁
判
所
の
少
額

訴
訟
⑤
ご
存
じ
で
す
か
？
簡
易
裁

判
所
の
支
払
督
促
⑥
ご
存
じ
で
す

か
？
簡
易
裁
判
所
の
民
事
調
停
⑦

特
定
調
停
の
申
立
て
を
さ
れ
る
方

の
た
め
に
⑧
特
定
調
停
の
申
立
て

を
さ
れ
る
方
の
た
め
に－

事
業
を

行
っ
て
い
る
方
の
た
め
に

自
衛
隊
幹
部　
　
　

　
　
　

候
補
生
募
集

　

自
衛
隊
飯
田
出
張
所
で
は
、
平

成　

年
４
月
７
日
〜
５
月
９
日
迄

１５
の
間
、
平
成　

年
度
採
用
の
陸
・

１５

海
・
空
自
衛
隊
幹
部
候
補
生
を
募

集
し
ま
す
。
こ
の
試
験
に
合
格
す

る
と
、
各
自
衛
隊
の
「
曹
長
」
に

任
命
さ
れ
、
幹
部
候
補
生
学
校
に

お
い
て
約
１
年
間
の
幹
部
自
衛
官

と
し
て
の
教
育
を
受
け
た
後
、「
三

尉
」
に
任
官
し
、
各
自
衛
隊
の
部

隊
又
は
機
関
等
で
幹
部
自
衛
官
と

し
て
勤
務
し
ま
す
。

�
募
集
種
目

�
幹
部
候
補
生
（
一
般
要
員
）

 

（
陸
上
・
海
上
・
航
空
）

�
幹
部
候
補
生
（
飛
行
要
員
）

 

（
海
上
・
航
空
）

�
海
上
自
衛
隊
技
術
幹
部
候
補
生

 

（
海
上
）

�
受
験
資
格
（
共
通
）

　

日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成　

年
１６

４
月
１
日
現
在
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
者
。

�　

歳
以
上　

歳
未
満
の
者

２２

２６

�　

歳
以
上　

歳
未
満
で
、
学
校

２０

２２

教
育
法
に
基
づ
く
大
学
を
卒
業

し
た
者
（
Ｈ　

・
３
卒
見
含
む
）

１６

�
大
学
院
に
お
い
て
正
規
の
課
程

を
２
年
以
上
修
め
修
士
の
学
位

を
受
け
た
者
は
、　

歳
未
満

２８

�
試
験

�
第
１
次
試
験
（
松
本
市
）

　

５
月　

日
�　

筆
記
試
験

２４

５
月　

日
�　

筆
記
式
操
縦
適

２５
正
検
査
（
飛
行
要
員
の
み
）

　

詳
し
く
は
、
自
衛
隊
長
野
地
方

連
絡
部
飯
田
出
張
所
ま
で
。

　

�
０
２
６
５－

　

－

２
６
１
３
・
４
４
２
３

２２

　�
介�
　�
護�
　�
保�
　�
険�
　�
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　行政相談委員として活躍されている下原勝弘さんが、
このたび引き続き、総務大臣から委嘱されました。
　「行政相談」とは、皆さんから、国の役所やＮＴＴ、
公団などが行っている仕事に関する苦情や意見・要望を
お聴きして、その解決や実現を図るものです。この身近
な窓口が行政相談委員です。
　行政相談委員は、毎年春と秋に開催の相談日のほか、、
自宅でも皆さんのご相談に応じていますので、お気軽に
ご相談下さい。なお、相談は無料で秘密は守られます。

行政相談委員

　下原勝弘さん

住　所

　阿智村大字駒場１,９５０番地

電　話

　43－2303

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
● 

テーマ 
記録写真 

応 　 募 　 要 　 項  

「生きる」 「生きる」 
海や山や里や町のさまざまな人びとが懸命に「生きる」姿を記録する 
下伊那郡阿智村出身の写真家、熊谷元一氏の功績をたたえ、本年も下記要項にて
コンクールを実施いたします。ふるってご応募ください。 

応 募 区 分／◎テーマ部門 
及びサイズ 　　一般 ― 四ッ切り（ワイド可） 
 　　　　　　　高校生以下 ―（2L判） 
　　　　　　◎阿智村内撮影部門 ※村内在住または村内勤務の方 
　　　　　　　テーマ自由・年齢不問（2L～四ッ切り） 
応 募 作 品／3年以内に撮影された未発表のもの。カラー・

モノクロは問わない。（組写真・デジカメ不可） 
応 募 枚 数／1人5点以内。（入賞はひとり1点のみ） 
応 募 方 法／写真の裏に、応募区分・題名・撮影場所・撮影年

月日・郵便番号・住所・氏名・年齢（高校生以下は
学年）・性別・電話番号を明記した自作の応募票
を貼り、下記宛郵送して下さい。（応募票希望者
は80円切手を貼った封筒を送付のこと） 

　〒395-0303 
　長野県下伊那郡阿智村駒場483阿智村中央公民館内 
　熊谷元一写真賞コンクール事務局　 
　　　TEL.0265-45-1231　FAX.0265-43-2350 

締 め 切 り　平成15年5月31日（土）到着分まで 
注　意　点／入選作品の版権は主催者に帰属しフィルムの

提出をもとめ、作品の返却はしません。肖像
権は応募者の責任で了解を得てください。そ
の他の応募作品も原則として返却しませんが
返却希望者は応募カードに（返却希望）と朱
書し、住所・氏名記入の切手つき返信封筒を
必ず同封のこと。 

審査・発表／平成15年6月下旬主催者選任の審査委員によ
り実施。入選者本人に通知いたします。 

表　　　彰／平成15年7月12日（土） 
　　　　　　熊谷元一写真童画館にて 

　■熊谷元一（くまがいもといち） 
　　1909年下伊那郡阿智村生まれ阿智村名誉村民 
　●賞／第1回毎日写真賞・平成2年度日本写真協会功労賞・

　第2回信毎賞 
　●著／「会地村」「一年生」「ふるさとの昭和史」 
　　　　「熊谷元一写真全集（4巻）」他 

主催／阿智村　　　　共催／信濃毎日新聞社 
後援／熊谷元一写真保存会・長野県写真連盟 
協賛／JAみなみ信州・飯田信用金庫駒場支店・信越放送（株）・
　　  GOKOカメラ（株） 

賞 

テ
ー
マ
部
門 

元 一 写 真 大 賞  1点 10万円 副賞 

阿 智 村 賞  1点 5万円 副賞 

信 毎 賞  1点 5万円 副賞 

ＪＡみ な み 信 州 賞  1点 5万円 副賞 

優 良 賞  2点 3万円 副賞 

ＧＯＫＯ カ メ ラ 賞  1点 

佳 作  20点 1万円 副賞 

少年賞（高校生以下の部対象） 5点 

阿 智 村 撮 影 賞  5点 

記 念 品 

記 念 品 

記 念 品 

お問い合わせ先 

阿智村教育委員会 10265－45－1231

　成分献血が行われます。普通の献血に比べて
献血に時間がかかるため、時間割を作成します。
成分献血にご協力頂ける方は、事前に役場民生
課までご連絡下さい。
� 日　時　

　６月６日�　午後１時３０分～午後３時３０分
� 場　所　

　役場　村民室

� 成分献血とは

　献血には、成分献血、４００�献血、２００�献
血の３通りの方法があります。成分献血は血
液の中の血しょうや血小板を献血して頂き、
赤血球は体内にお返しするので献血者の身体
に負担の少ない献血方法です。

成分献血のお願い
行政相談委員に下原勝弘さん行政相談委員に下原勝弘さん
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（主）天竜公園阿智線の駒場バイパスが、１月

２０日に供用開始となり、起点となる阿智中学校

近くで記念式典が開かれました。県や村関係者、

伍和、春日両保育園児など約８０人が参加し、神

事で今後の安全を祈願した後、テープカットと

渡り初めを行いました。園児は手に持った風船

を飛ばして、道路の完成を祝いました。

（主）天竜公園阿智線駒場バイパス竣工

平成１４年度一般コミュニティー助成事業によ

り、大野部落に木製複合型遊具が設置されまし

た。

この事業は、宝くじの助成金により、コミュ

ニティーの健全な発展を図るとともに、宝くじ

の普及を目的としています。

大野に遊具設置

３月２６日、信州大学教育学部の教授と学生を

講師に迎え、小学生を対象に科学実験を楽しむ

チャレンジ・サイエンス教室が行われました。

参加した児童は静電気や、超伝導、虹を作る実

験など、目の前で起こる不思議な現象に驚いた

り、興味深く見入っていました。

チャレンジサイエンス教室

昨年の４月より保健センターの一室を拠点と

して、飯田養護学校卒業生のメンバー６名で活

動しています。畑で野菜を作り無人販売所に出

したり、授産所での椎茸の駒打ち、プールや陶

芸など、さまざまな活動に取り組んでいます。

これからも皆さまのご支援とご協力をよろしく

お願いします。

翼の家キラキラ
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２月２３日、佐久長聖高校野球部の中村良隆監

督を講師に招いて、少年野球教室を運動公園ワ

イワイで行いました。村内など４少年野球チー

ムから約８０人が参加し、ノック形式の守備練習

に続いて、素振りやトスバッティングによる打

撃練習など実施。参加者一人ひとりに中村監督

からアドバイスが送られました。

地域スポーツ教室

介護予防活動拠点として、中関下に高齢者生

きがいセンターが竣工しました。木造平屋建て

で、規模は３９５�です。生きがいデイサービス

や、高齢者の学習交流や子供との世代間交流等

に利用します。

中関高齢者生きがいセンター竣工
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二
月
の
あ
る
日
、
大
き
な
風

呂
敷
包
を
持
っ
て
役
場
を
訪
れ

て
く
れ
た
三
人
の
方
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
風
呂
敷
包
の
中
は
、
こ

の
地
を
代
表
す
る
彫
刻
家
倉
沢

興
世
さ
ん
の
見
事
な
作
品
で
あ

り
ま
し
た
。
お
亡
く
な
り
に
な
っ

た
御
主
人
の
遺
品
の
中
に
見
つ

け
、
大
切
に
し
ま
わ
れ
て
い
た

こ
の
作
品
を
御
主
人
が
生
ま
れ

育
っ
た
阿
智
村
に
御
寄
付
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

下
町
御
出
身
の
故
熊
谷
勲
治
さ

ん
の
奥
さ
ん
で
あ
る
敏
子
さ
ん

御
子
息
の
博
さ
ん
お
孫
さ
ん
の

匡
博
さ
ん
が
御
持
参
い
た
だ
い

た
の
で
す
。
村
を
離
れ
ら
れ
て

も
ふ
る
さ
と
の
こ
と
を
思
っ
て

い
て
く
だ
さ
る
方
々
が
大
勢
い

て
く
だ
さ
る
こ
と
が
、
明
日
の

村
作
り
へ
の
大
き
な
励
ま
し
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
広
報
が
お
手
元
に
届
け

ら
れ
る
頃
は
、
新
し
い
長
野
県

議
会
議
員
も
決
ま
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。
田
中
知
事
が
登
場

以
来
県
政
は
大
き
く
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
旧
来
を
踏
襲
し
な

い
新
し
い
発
想
に
も
と
づ
く
県

政
運
営
は
目
を
見
張
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。
長
年
私
達
が
こ
う

あ
っ
た
ら
良
い
と
思
っ
て
い
た

こ
と
が
、
い
と
も
簡
単
に
実
現

さ
れ
て
い
き
ま
す
。
知
事
の
権

限
の
偉
大
さ
な
の
か
、
県
民
意

識
の
コ
ペ
ル
ニ
ク
ス
的
転
換
な

の
か
判
断
の
む
ず
か
し
い
こ
と

で
す
。
結
果
に
お
い
て
影
響
を

受
け
る
の
は
私
達
県
民
で
す
。

桟
敷
席
で
い
る
の
で
は
な
く
、

変
革
の
主
体
者
に
私
達
が
な
る

努
力
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
と

思
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
町
村
合
併
の
問

題
や
財
政
難
等
々
村
を
取
り
巻

く
状
況
は
、
か
つ
て
な
い
厳
し

い
環
境
に
あ
り
ま
す
。
先
送
り

の
で
き
な
い
こ
れ
ら
の
課
題
ひ

と
つ
ひ
と
つ
を
検
討
し
、
方
向

を
出
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
村
民
の
み
な
さ
ん
一

人
一
人
の
知
恵
と
力
が
何
よ
り

頼
り
で
す
。　
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福祉医療制度変わる

年　金太郎


